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御領所遺跡が所在する菊川町は静岡県西部地方、すなわち遠江地方の東部に位置する。四方を丘陵地

帯に囲まれた比較的平坦な盆地を擁し、特に東側の丘陵地帯である牧之原台地では隣接する諸町ととも

に茶業が盛んであり、当該地域における主要産業の一つとなっている。町域のほぼ中央を商流する菊川

は多くの支流を有し、今回調査された御領所遺跡が臨む小出川もこれら支流の一つである。菊川は沃野

を形成するという恩恵をもたらす一方、古来より度重なる氾濫で流域の人々を苦しめてきた。この荒ぶ

る川に最初の戦いを挑んだ人々の証跡が白岩遺跡として残されている。白岩遺跡は弥生時代中期後薬の

土器様式である「白岩式土器」の標識遺跡として広く知られており、平成10年度には白岩遺跡の南側に

隣接する、或いは白岩集落の一角である可能性が検討されている片吹遺跡の発掘調査が当研究所により

実施され、弥生時代の自然流路や中世に比定される溝状遺構などが検出された。また、近隣の地域では

地元の菊川町教育委員会が精力的に発掘調査を行い、数々の成果を挙げており、集落、生産、墓制といっ

た当該地域の弥生文化の内容が次第に具体像を伴うようになってきたと言える。さらに、菊川町内では

横穴群に代表される古墳文化の解明も重要課題であるが、これも前進の一途を辿っている。

近年の県内では歴史時代の考古学的調査◎研究も活況を呈している。菊川町においても、律令時代や

中世期の諸遺跡の様相が明らかになりつつある。就中、東遠地方一帯に勢力を広げた国人領主の横地氏

の本拠が町内に所在したこともあり、横地氏関連諸遺跡の調査◎整備が多大な労力を傾注して行われて

いる。その成果の一つとして、平成11年、『横地城跡総合調査報告書』が菊川町教育委員会により上梓

され、翌平成12年には同報告書の資料編が刊行された。これにより、県指定史跡である横地城跡および

その他の関連遺跡の保存整備並びに活用に向けて大きな一歩を踏み出すことができたと評価できよう。

今回の御領所遺跡の埋蔵文化財調査も横地氏関連遺跡の一つであることを意識しっっ行われたが、小出

川の旧流路により著しく該期の遺構面が破壊され、また、狭小な調査区であったにもかかわらず、多数

の遺物が出土した。これらの資料は古代から近世にわたる横地地区の様相の一端を考察するに際して重

要な情報を提供しているとも言えよう。

末筆になったが、調査並びに報告書作成に当たっては、静岡県袋井土木事務所◎菊川町教育委員会等

の関係諸機関各位に感謝するとともに、資料整理や泥淳と闘いながら現地調査に参加した調査員◎作業

員の労をこの場を借りてねぎらいたい。

平成13年3月

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長　斎　藤 巾
ノじ▲ヽ



例　　言

1　本書は静岡県小笠郡菊川町加茂地先、東横地地先に所在する御領所遺跡の発掘調査報告書で、静岡

県埋蔵文化財調査研究所調査報告の第127冊目に相当する。

2　調査は平成12年度二級河川小出川河川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査業務として、静岡県袋井

土木事務所からの委託を受け、静岡県教育委員会の指導のもと、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究

所が発掘調査を実施した。

3　現地発掘調査は平成12年4月から5月まで行った。資料整理作業は平成13年2月から3月まで実施

した。

4．調査体制は以下の通りである。

現地発掘調査（平成12年度）

所長　斎藤　忠、副所長　山下　晃、常務理事　伊藤友雄、調査研究部長　佐藤達雄

調査研究部次長　及川　司、調査研究二課長　篠原修二、総務課長　杉木敏雄

会計係長　田中雅代、調査研究員　大林　元

資料整理作業（平成12年度）

所長　斎藤　忠、副所長　山下　晃、常務理事　伊藤友雄、調査研究部長　佐藤達雄

調査研究部次長　及川　司、資料課長　太石　泉、総務課長　杉木敏雄、会計係昆　田中雅代

調査研究員　大林　元

5　グリッド基準杭の基準点測量は玉野総合コンサルタント株式会社に委託した。

6　掘削に関する業務は菊川建設株式会社に委託した。

7　本書の遺物写真は当研究所技術作業員　杉山すず代が撮影した。

8　本書の執筆は調査研究員　大林　元が行った。

9　本書の編集は財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が行った。

10　本発掘調査にかかる出土資料および記録資料については、静岡県教育委員会が保管している。

－1　11－

本書における遺構表記（略号）は以下の通りである。

SR：自然流路　　　Sn：溝状遺構　　　SX：落ち込み状遺構
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第盈章　位置藍環境

御領所遺跡は静岡県小笠郡菊川町加茂地先および東横地地先に所在する。今回調査区の画する小出川

は菊川の一小支流で、菊川町本所付近に源を発し、南南西へ約2km下って同町西横地付近で菊川本流に

合流する。菊川は掛川市東山付近に源流を有し淘菊川町◎小笠町⑳太東町を経て遠州灘に注ぐ河川で、

発達地方の一角に肥沃な沖積平野を形成しているが、古くから頻繁に氾濫し、流域の人々を悩ませ続け

てきた。また淘御領所遺跡の東南方には菊川の主要支流である牛渕川が商流しているが、より水量の多

い菊川の旺盛な沖積作用により当遺跡商約1．5kmの地点で菊川に最接近しっっも合流し得ず、菊川町お

よび小笠町の東部丘陵地帯、すなわち牧之原台地の西端部を削るような流路をとる。そして、当遺跡南

約7。5km付近で西へ蛇行して菊川本流に合流する。御領所遺跡は氾濫原に立地しているのである。

現在のところ、菊川町最古の遺跡は牧之原台地西端部の河岸段丘上に立地する三沢西原遺跡で、旧石

器時代後期の遺構◎遺物が検出されている。縄文時代になると、三沢西原遺跡と同じ丘陵上に集落が営

まれるようになり、早期には当遺跡や東横地西原遺跡が出現し、中期に至って久保之谷遺跡ゆ前山遺跡⑳

山王裏遺跡◎猿田谷遺跡などの集落が丘陵全域に展開する。しかし、続く後⑳晩期では目下町内唯一の

包蔵地である身打原遺跡で遺物が散見されるにとどまり、当該時期の様相は明らかにされていない。弥

生時代の遺跡では、菊川町内はもとより東遠地方を代表する白岩遺跡が御領所遺跡の北北西約2転の地

点、西方川流域に所在する。当遺跡出土の弥生土器は東遠地方の弥生時代中期後薬の標識資料として白

岩式なる様式名を与えられ、白岩式土器は他地方にも伝播し、静岡県内外に広く分布している。白岩式

期の遺跡としてほ他に牛渕川流域の椎ヶ下遺跡が存在する。弥生時代後期になると、土橋遺跡などの比

較的大規模な集落が自然堤防上の微高地に形成され、御領所遺跡も同様の集落遺跡である。ところが、

弥生時代後期末から古墳時代前期にかけて町内の集落分布は縄文時代中期のそれとほぼ重複し、再び丘

陵上に生活の中心が展開される。さらに古墳時代中期には町内における遺跡そのものが確認されておら

ず、後期になると御領所遺跡やこれに商接する杯光寺遺跡などの集落群が沖積地において復活したかの

ごとき様相を呈する。

御領所遺跡周辺地域の主な古墳では、東遠地方最古の前方後円墳として小笠町上平川に所在する大塚

1号壇が挙げられる。当古墳は粘土廓の埋葬施設を有し、三角縁神獣鏡2面が副葬されていた。またこ

れも小笠町内ではあるが舟久保古墳も当地方最大の前方後円墳として特筆されよう。菊川町においては

前方後円墳である庚申塚古墳が最古の前期古墳であるが、中期後半には芋藤古墳群に代表される初期群

集壇が造営され、後期前半まで継続する。そして

6世紀後半～7世紀には藤谷横穴群や宇藤横穴群

などの丘陵上の横穴墓が全盛期を迎える。

律令時代になると当該地域は城飼郡に編入さ・れ、

御屋敷段遺跡で検出された平安時代の大形揺立柱

建物跡は城飼郡街の主要施設とも推定されている。

武士階級が台頭する中世に入ると当該地域には土

豪の横地氏が割拠し、県指定史跡である横地城跡

を残している。また、菊川町東部丘陵地帯の皿山

古窯跡群や殿ヶ谷遺跡、林光寺遺跡、そして御領

所遺跡も横地氏に深く関連し、これらは横地地区

の領域で捉えるのが適切と考えられる。 第瑠図　菊川町位置図

一つ上－



第2図　周辺遺跡分布図（1：25′000）

N o． 遺 跡 名 時 代 N【L 遺 跡 名 時 代 k L 遺 跡 名 時 代

1 御 領 所 遺 跡 弥 生 ～近 世 2 6 段 屋 敷 遺 跡 縄 文 ～古 墳 5 1 耳 川 遺 跡 縄 文 ～ 古 墳 ・鎌 倉

2 林 光 寺 遺 跡 古 墳 （前 ） ～ 近世 2 7 田 中遺 跡 古 墳 ～鎌 倉 5 2 小 出 槙 穴 群 古 墳 （後 ）

3 土 橋 遺 跡 弥 生 ～ 中 世 2 8 杉 の 谷 遺 跡 奈 良 ～i丘世 5 3 小 出 遺 跡 縄 文 ・弥 生

4 西 軒 遺 跡 弥 生 ～ 中 世 2 9 杉 の 谷 桔 追 跡 奈 良 ～室 町 5 4 上 ヶ城 中 世

5 小 川 端 l 遺 跡 弥 生 ～ 平 安 3 0 明 体 遺 跡 奈 良 ～室 町 5 5 深 川 槙 穴 群 古 墳 （後 ）

6 小 川 端 II遺 跡 弥 生 ～ 室 町 3 1 身 打 原 追 跡 縄 文 ～ 室 町 5 6 松 ヶ 谷 遺跡 縄 文 （中 ）

7 米 山 屋敷 追 跡 中 世 ～ 近 世 3 2 山 脇 遺 跡 奈 良 ～ 室 町 5 7 神 尾 原遺 跡 縄 文
8 藤 谷 横 穴群 B 群 古 墳 （後 ） 3 3 殿 ヶ 谷 遺 跡 平 安 ～ 室 町 5 8 榎 木 遺 跡 平 安 ～鎌 倉

9 藤谷横 穴群 A ・C 群 古 墳 （後 ） 3 4 藤 丸 館 遺 跡 縄 文 ・中 世 5 9 下 田遺 跡 弥 生 ～近 世

1 0 宇 藤 古 墳 群 古 墳 （中 ・後 ） 3 5 横地 城 室 町 6 0 下 田横 穴 群 古 墳 （後 ）

1 1 宇 藤 横 穴 群 A 群 古 墳 （後 ） 3 6 横 地 城 下 遺 跡 平 安 ～ 室 町 6 1 四 ツ枝 遺 跡 弥 生 ～ 近 世

1 2 宇 藤 槙 穴 群 B 群 古 墳 （後 ） 3 7 横 地 城 西 遺 跡 平 安 ～ 室 町 6 2 新 井 遺 跡 古 墳

1 3 宇 藤 遺 跡 縄 文 ～ 中世 3 8 伊 平 遺 跡 縄 文 ～ 近 世 6 3 ウチ ワンヤ横穴群 古 墳 （後 ）

1 4 大 平 遺 跡 奈 良 ～ 近 世 3 9 延 命 段 遺 跡 平安 ～ 室 町 6 4 ア ラ コ原 遺 跡 縄 文 （中 ）

1 5 寺 屋 敷 遺 跡 中 世 4 0 小 太 郎 砦 平 安 ～ 近 世 6 5 下 本 所 A 横 穴 群 古 墳 （後 ）

1 6 椎 ケ 下 遺 跡 弥 生 （中 ） ～ 平 安 4 1 宮 ノ西 遺 跡 中世 6 6 下 本 所 B 横 穴群 古 墳 （後 ）

1 7 東 横 地 西 原 遺 跡 縄 文 ・弥 生 ～ 古 墳 4 2 長 池 橋 遺 跡 弥 生 ～ 中 世 6 7 島 遺 跡 縄 文 （後 ） ・弥 生

1 8 久 保 之谷 遺 跡 縄 文 ～ 室 町 4 3 長 池 北 遺 跡 弥 生 （後 ） 6 8 白岩 遇 跡 縄 文 ～近 世

1 9 前 山 逸 跡 縄 文 （中 ） ～ 近 世 4 4 長 池 横 穴 群 古 墳 （後 ） 6 9 片 吹遺 跡 弥 生 ～近 世

2 0 山 王 裏 遺 跡 縄 文 ・弥 生 4 5 長 池 退 跡 縄 文 ～ 中 世 7 0 自若 下 川遺 跡 弥 生 （後 ） ～平 安

2 1 御 屋 敷 段 遺 跡 縄 文 ・弥生 ・古代 4 6 長 池 古 墳 群 古 墳 （後 ） 7 1 自若 下 l遺 跡 縄 文 （晩 ） ～平 安

2 2 三 沢 西 原 遺 跡 白石 器 ～鎌 倉 4 7 長 池 甫 遺 跡 縄 文 ・奈 良 ～ 室 町 7 2 白岩 下 目遺 跡 縄 文 （中 ）

2 3 興 恐 寺 原 遺 跡 縄 文 ～ 奈 良 4 8 助 九 即 遺 跡 弥 生 7 3 西 袋 遺 跡 弥 生 ～ 近 世

2 4 猥 田 谷 遺 跡 縄 文 ～ 近 世 4 9 月 岡 Il遺 跡 古 墳 ～ 近 世 7 4 武 衛 原 横 穴 群 古 墳 （後 ）

2 5 東 側 遺 跡 弥 生 ～ 近 世 5 0 月 岡 l遺 跡 弥生 （中 ）

第1表　周辺遺跡一覧表
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第2章　調査経過

第盈節　調査に至る経緯

前章で述べたように、菊川の支流である小出川が御領所遺跡を貫流している。この小河川の通常の水

量は比較的少ないが、梅雨季などに降雨が連続集中するとその度ごとに流域の住宅地や耕作地は増水し

た小出川からの浸水の脅威にさらされてきた。こうした軋小出川の護岸工事事業が予算化され、工事

対象地に周知の埋蔵文化財包蔵地である御領所遺跡の北西部が含まれるため、平成11年度二級河川小

出川浸水対策特別緊急工事および平成12年度着工予定区について対象面積壷00I産の確認調査が菊川町教

育委員会により実施された。この確認調査は平成11年11月18日から同年12月1日にかけての計6日間行

われ、3～4扇四方のトレンチを計13箇所設定し、重機で表土を除去した後入力で掘削し遺構の有無を

確認するという方法が採られた。その結果、平成11年度特別緊急工事にかかる部分では古墳時代と中世

の遺構面が確認され、これを受けて平成11年2月2日に菊川町教育委員会を主体とする発掘調査が着手

された。この発掘調査は平成11年3月22日に完了し、その成果は平成12年3月30日発行の調査報告書と

して公表された。それによると、古墳時代後期の据立柱建物跡2棟を含む集落の一部および中世の溝状

遺構が検出されている。

一方、平成12年度工事予定区にかかる部分ではN往12トレンチとNo．13トレンチで中世または古墳時代に

属すると考えられる遺構面が検出され（第4図）、これを受けて静岡県袋井土木事務所◎静岡県教育委

員会文化課⑳菊川町建設課◎菊川町教育委員会の4者で協議がなされ、護岸工事に先立って発掘調査を

実施することが確認された。しかし、菊川町教育委員会では区画整理事業に伴う埋蔵文化財調査などが

すでに予定されており、同委員会が今回の調査に対応することは不可能であったため、当研究所へ発掘

調査を依頼することが決定された。

第2節　発掘調査の経過と方法

平成12年4月3日、発掘資材の準備および重機進入路用の鉄板敷設開始。今回の調査区は小出川の左

岸堤防上に位置し、護岸工事の事前調査ゆえに堤防そのものの保全が不可欠であるということに加えて

軟弱な砂礫質◎シルト質土壌を約2m掘り下げる必要があるため、調査区西南に鋼矢板を打設すること

にした。この打ち込み作業は4月第1適中に完了した。これに並行して〃資材置場と休憩所を兼ねたコン

テナハウスを調査区東側の倍地内に設置し、鋼矢板の打ち込みに続いて調査区の南◎北◎東面を工事用

防護フェンスで囲み、部外者が危険性を伴う作業の実施とその範囲を認知できるように配慮した。

当初計画の調査区プランは7×40mの罠方形であったが、実際の用地境は緩やかに蛇行する小出川左

岸堤防に沿っているなどのため、結果的にややいびっな平面形を呈することになり、最終面での調査下

面面積は215・9扇に達した。この調査区を掘削するに当たり、調査計画の段階から排土仮置き場の確保

が懸案であった。そこで、調査区を南北に分割し、2区を交互に掘削することにより用地内に常時約

140扇の排土置き場を確保する方法が採用された（第4図）。南北両区は任意に設定した調査区主軸を共

有し↓これに沿って両区統一のグリッドも設定した。グリッドは10mピッチで、東から西へはアルファ

ベット、北から南へは数字を用い、両者を組み合わせた呼称となっている（第5図）。グリッドの方向

と国士座標方位との関係は第3図に示す通りである。測量に使用する基準杭は任意の調査区主軸上に2

本打設した（第3図A◎軋点）。
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4月第2週に南区を重機により確認調査時

に遺構面とも考えられていたレベル（地表下

50～70cm）まで掘削し、入力で遺構の検出の

精査を試みた。ところが、次章で後述する畦

遺状の高まりを確認したにとどまり、このレ

ベルでは近世以前の遺構面は存在しないこと

が判明したため、4月第3過に再び南区を重

機により掘り下げ、地表下約1．2mにて中世

に比定される遺構面の一部を検出した。しか

し、当レづルにおいてさえも区内の大半には

十　より新しい時期の流路の覆土が広がっており、

新たに東西2本◎南北1本のトレンチを設け

て人力で掘削した（第5図第5～7トレンチ）。

＋　その結果、自然流路の下端が確認され、4月

第3過から第4過にかけてこの流路を入力で

掘り下げ、4月25日に完掘し、同日、南区の

＋　全景撮影を行った。確認調査No・13トレンチで
は「古墳時代遺構面」がさらに約40cIn下層に

＋存在するとされていたが、前述の中世期遺構
面残存部の直下を掘り下げたところ、そのよ

うな遺構面は認められなかった。また、自然

流路以外の遺構も確認できなかった。測量等

の記録作業を終えた後、5月1日に重機で埋め戻し、

南区の調査を完了した。

5月1日には北区の掘削にも着手した。繭区の調

査結果を受けて北区の状況を類推できたため、自然

河川の堆積層の直上まで重機により掘り下げ、大型

連休明けの5月第2週に人力による掘削◎精査を行っ

た。その結果、自然河川堆積層を中心に多数の遺物

を検出し、若干ながら遺構も確認し得た。これらの

完据状況の写真撮影後、東西に3本のトレンチを設

けて人力で掘削し（第5図第1～3トレンチ）、遺

構面より下層の状況を調べたが、古代～中世の遺物

を検出したものの、さらなる遺構面を確認すること

はできなかった。5月第2過から第3過にかけて測

量等の記録作業を実施した後、北区全体を人力でさ

らに掘り下げ、遺物の検出を試みたが、これにより

最終面に達した後、5月23日より重機による北区の

埋め戻し、続いて鋼矢板の引き抜きを行い、5月30

日を以て現地作業は終了した。
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南北両区とも河川の直近で湧水の可能性があったため、区内に排水溝を巡らし洩集水餅を設けてセン

サー付き摘ボルト水中ポンプを設置し鴇常時排水状態を維持した。

検出した遺構については当研究所の整理番号に準じ掬　自然流路にはSR海溝状遺構にはSm、落ち込み

、＿㍉－∴′、∴　′′言、′　－／＼㍉′、‾　　　　′．　　′、－1．′・、　′二．′　　1ナ・∴・、　′

製品にSで始まる通し番号を付与した。最も基本的な整理作業である遺物の洗浄ならびに遺物台帳記入

は現地作業の末期に実施◎完了した。現地の記録の　ち図面については遺構平◎断面図、土層堆積状況

図淘地形測量図を作成している。これらの縮尺は1：20または1：50である。現地で撮影した写真は6

×㍗鞘（モノクロ）および35mm（カラー昏カラーリバ…サルのモノクロ）で記録している。

整理期間は関係諸機関との協議の結果鴻平成温3年2～3月の2ヶ月間に設定された。整理作業は遺構挿

図の作成に並行して遺物の注記◎接合から開始され、遺物は実測◎拓本が完了すると必要に応じて石膏

による復原を行い、写真撮影を実施した。遺物写真は6×7判中型カメラ（モノクロ）および35m小型

カメラ（カラ…リバ…サル）を用いて撮影した。これらを受けて原稿執筆◎編集を行い、終了後、遺物

および調査開通記録等の収納作業を実施した。

‾l l‥　　lllll　　！二‾

第且節　義本腰序と機の漉層

調査区およびその周辺の地目は水田と茶畑であ、高低差の少ない平坦な沖積地となっている。茶畑

は本来水田であったところに厚く盛土して造成されているが淘　これは地下水位が高いためであろう。今

回調査区は前述のように御領所遺跡の北西端部に位置し、小出川の影響を直接受けてきたことは想像に

難くなく淘茶畑の造成なども作用して御領所遺跡本来の基本層序が原形をとどめていない怖れを当初よ

り抱いていた。しかし、一部ではあるにせよ本来の基本層序も保たれており、これらを含めて今回調査

区内で確認された全ての土層に恥。～器の通し番号を付与し鴇第2表に示した。さらに、第5図におい

て4対のセクションポイントで示した調査区壁面の部分的土層セクション図（第6～9図）および調査

区内の第1～7トレンチの土層セクション図（第且～蟻図　に土層の適し番号を記入し、各土層の切り

合い◎上下関係を墨示している。

基本層序　層細や　層　は耕作土または堤防の表土である。基本層序Ⅲ層錦。舗層　は近代の水田層

で㌦一Å且グリッド北部およびB4グリッド南部で認められる（第6◎9図）。灰黄褐色シルトで、管鉄

とマンガン斑を非常に多く含む。丑層とⅢ層との間に茶畑造成時の盛土（‰3～7層）が入るが淘土壌

構成などから大きく上下2段階に分かれ、5層に分層することができる。ただし、これらの時期差はほ

とんどないと思われる。基本層序Ⅲ層橘。飢層　は灰色シルトで鴻後述するSROl堆積層の上に存在す

るため、形成時期は近代となる。基本層序Ⅳ層（Ⅳ0。23層）は苗灰色微妙層で、主に中世の遺物を包含す

る。この層の上面は本来中樫の遺構面であり、今回も一応遺構面として扱っているが、Ⅲ層堆積の直前

に遺構面の上部が削平を受け、仮に遺構が存在するとしても当初の上端は失われていると考えられる。

Ⅲ⑳Ⅳ層ともに調査区の北部東壁面と南東コーナー部で僅かに確認されたに過ぎない（第6㊧9図）。

基本層序V層（‰鵠層）は調査区全体に広がっている暗肯灰色微妙層であるが、シルトも若干含む。中

位～下位部分は灰穐陶器主体の包含層である。‰飢層（第m図）もⅤ層と基本的に同じ土層であるが、

含まれるシルトと有機質の義の差によってⅤ層と区別した。Ⅴ層の直上に淘或いはその上部を若干削る

形で自然流路SR鋸が存在し、その堆積層（‰蟻層）を第6◎9⑳10◎鼠5◎16図において網掛けで表現

…当主…



した。基本層序Ⅵ層（Ⅳ0．27層）はSROlの西側土堤を形成する砂利層で、色調は暗青灰色を呈する。少

量含まれる微砂により、部分的にラミナを形成していることが分かったが、Ⅴ層と大差のない時期の遺

物を包含する層でもある。Nは26層（第13図）はⅥ層と同一視することも可能ではあるが、僅かな色調の

＋　B

＋

＋

SP E

J

ナ

SP F

l・・

←SPG　　　　＋

0

違いと微砂の有無によってⅥ層と

十　区別した。また、No．28層（第11～

13図）はグライ化した微砂層で、

古代に属する遺物を包含する。No．

28層は今回調査において確認した

1最下の土層であるが、さらにこの

下もNは24層以下と類似の自然堆積

が連続することが想定される。

No．10層（第14・15図）およびNo．

＋12層（第16図）は茶畑造成時に盛

土される直前に畦道状高まりの表

面層を形成していたと推定され、

基本層序Ⅱ層とほぼ同時期の土層

A2　　　2　と考えられるo No・18・19層（第11

図）はBlグリッド南東部（第2

＋

A3　　　　3

十

A4　　　　4

針葉樹材丸杭径6～13cm

針葉樹材割杭径10cm前後

広葉樹材丸杭径5cm以下

山茶碗

＋

10m
！・・・・　2　・・・：⊥」

第5図　調査区全体図
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トレンチ西端部付近）以北におい

て基本層序Ⅵ層に取って代わる形

でSROl西側土堤の上層部分を形

成する。また、土質は基本層序Ⅴ

層に近似する。

上記の土層以外で、第2表にお

いて層名を与えられていない土層

は、No．15層の堆積完了と茶畑造成

との間の時期、すなわち近・現代

の土層群ということになる。

第2節　検出遺構

遺構の概要

今回調査区は小出川直近という

ことに加えて自然流路等により御

領所遺跡本来の層序が破壊され、

検出し得た中世の遺構面は調査区

南東コーナー付近を中心に約7I産、

同北東部で10Iが足らずという狭小
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転　　　〕

さである。故に、検出された遺構は極めて少なく、自

然流路1基、溝状遺構1基、落ち込み状遺構1基を数

えるに過ぎない。本節ではこれらの遺構を種類ごとに

記載する。

㌧・lニ′：ノ（上土　：、′・’吉′　′‡′′：：呈）

自然流路SR鋸は調査区をほぼ南北に縦断し淘　全体

として北北東から南南西へという水流の方向が考えら

れるが、B4グリッド北部で西に蛇行する。これは、

この付近で西側の士堤が終焉しゝ　B4グリッド南東部

にSR酌による破壊を免れた遺構面が若干残存するこ

とから判断される。SR鋸は調査区外にも南北に連続

A′　していると考えられるが、調査区内において検出され

た総延長は約34mを測る。SR飢本来の堆積層が甑且5

層であることは前節で述べた通りであるが淘　厳密には

SROlに水流が存在した時期に水底の沈澱層として形

成された層であり、当士層の厚さを以てSR机の深さ

とすることはできない。そこで、河床および東西の河岸を構成するⅣ0。25◎27層（Al◎Blグリッドの

大部分では湖山8◎24層も含まれる）の上端ラインで表現されるSR鋸の肩部　上端）と河底　下端）の

レベル差こそ淘現状ではSROlの最も妥当な深度であると考えられ、それは第3トレンチ付近において

最大54cmとなる。また、SROlの幅は第2トレンチ付近で最大4．5mに達する。なお海南区部分におい

て当遺構の幅が計測可能な箇所はほとんどない。

SR鋸の河岸のうち、西岸は既述のように「西側士堤」と呼称している。これは、現在の小出川の堤

防によってSROl西岸のすぐ近くまで旧来の土層が削り取られ、頂部幅最太上8mの土堤状を呈するに

至ったというに過ぎず、従って本来のSR飢西岸の姿ではないが、便宜上この名称を用いることにした。

B2グリッド南部およびB3グリッドでは西側土堤の東側斜面部分に針葉樹材の丸杭が打ち込まれてお

り、護岸施設の一部と考えられる。東岸は特に北区部分において中世遺構面の下層部分が削平を免れて

いたため、西岸よりも護岸施設の残存状態は良好であった。Al◎A2グリッドにおいては西岸と同じ

針葉樹材の丸杭が多数打ち込まれていたが、これらの杭は南北2列の杭列に分けることが可能である。

このうち、西側の杭列はAlグリッド内に限定され、河岸というよりもむしろ河床に打設されている。

この杭列に属する杭は全て河床の検出と同時に発見された、すなわち河床より下層に入っている部分の

みが残存していたのであるが、先端からの残存最は15～28cmを測るにとどまり、打ち込みが相当浅かっ

たか、或いはSROlが埋没しっっあった新しい時期に打ち込まれたかのいずれかであろう。

－10－



これに対し、東側の杭列には残存長134cm◎河岸面より下の打ち込み深度約1mを測るものがあるう

えに、第3トレンチの南側では直径10cm前後を測る針葉樹材の横木2本が原位置を保持していた。護岸

施設としてはより強固な印象を与えるものである。これら2列の杭列はともに杭の打設間隔が0．3～1。2

mで淘一定していない。これに対し、東岸のA3グリッド北半部には針葉樹材の割杭が南北に1列を成

し、約0・8mのほぼ等間隔に打ち込まれている。これらの剖杭は全て残存長120～130cm、河岸南下の打

ち込み深度1m以上であることから、SROlの護岸施設の一部と見倣し得る。さらに東岸の南、第5ト

レンチと第6トレンチとの問には西岸とほぼ同様の密度で針葉樹材の丸杭が残存していた。

SROlが西へ蛇行する地点では、杭の密集が認められ、西側土堤の南端終焉部分にかかる一群と、調

査区南東コーナーに僅かに残存する中世遺構面の西側終焉部に沿う群との2群に大別される。前者は広

葉樹材の杭で構成され、調査区内の他の杭よりも細く、河床面下の打ち込み深度は0。3mに満たないこ

とから、水流を調整するためのいわゆるシガラミを形成していた可能性がある。後者はより北の東西両

岸に打ち込まれていたものとほぼ同様の針葉樹材丸杭で構成され、頑強に打設されているが、その役割

についてはシガラミに関達するのか護岸施設の一部であるのか判然としない。以上、SROlに関連する

と考えられる杭について述べてきたが、これらの杭は材種◎法量を問わず遺存状態が極めて良好で、炭

化などの状況もほとんど見られない。実際にまだ材木として利用できそうなものさえ存在する。故に、

これらの打設年代は近世以降の相当新しい時期に比定される可能性が高い。

前述のようにSR鋸には基本的に北から南という水流方向が推定されるが、通常の水流は極めて緩や

かであったと考えざるを得ない。調査区北端における河底レベルは海抜13．2m前後であるのに対し、調

査区南部の第6トレンチ付近におけるそれは海抜約13．05mであり、およそ30mの距離に対する高低差

は僅か約15cmにとどまるからである。しかも、A2◎B2グリッドには南北約8mにおよぶ流路内凹み

が存在し、凹みの上端を海抜13eOmラインと仮定すれば、その河底からの深さは約15cmである。渇水に

なれば、河水は確実にここに溜まることになる。ただし、SROlが西へ蛇行する地点からほ急激に河底

が落ち込む状況が窺われる。なお、B4グリッド北部においてSROl東岸が約1m中断しているが、こ

れは北西…南東方向に走る近◎現代の暗渠によって切られているためである。

SROlの出土遺物に言及する場合、Ⅳ0。15層申または河底直上で検出された遺物に限定する。SROlが

自然流路として存在した時期の遺物でなければ無意味であると判断されるためである。このような定義

にもかかわらず、出土遺物は須恵器◎土師器◎灰粕陶器◎山茶碗◎近世陶磁器◎銭貨と、時期も種類も

広範囲に及んでいるが、近世以前に属する遺物は混入品と考えられる。

＄紗那　第　◎相関）

A2グリッド北半部の調査区東壁沿いにおいて検出した溝状遺構である。調査区壁面の安全を確保す

る必要があったため、残念ながら全体検出は果たせなかった。よって、平面図では2本の異なる溝状遺

構のようにも見えるが、調査区壁面に現れた覆土（No．22層。セクション図ではやや密度の低い網掛けで

示した。）が平面図における中断部分で連続しているため、当遺構は壁面の奥で連続していると推測さ

れ、検出長4・38m、最大幅0・35mを測る。遺構として確認された時にはすでに深さ10cmに満たず、調査

区壁面に現れた覆土の厚みを加えても深さは20cm未満である。これには、Sり01は本来基本土層Ⅳ層の

上面より掘削された溝であったが、Ⅳ層が現代の盛土等のために削平され、底部に近い一部分が残存し

たということが考えられよう。また、当遺構北部の底面直上にて灰柚陶器の小片1点を検出したが、こ

の遺物がSnOlの所属時期を示すものである可能性は疑わしい。それでも、当遺構は概ね中世に比定し

て大過ないと患われる。

～11－



S Xこ′（諾16鞠）

SROlの項で言及した「流路内凹み」に似ていなくもないが、覆土の堆積状況や何らかの関連性を帯

びた杭群を伴うことなどを考慮し、ここでは遺構として記載する。SXOlはSROlの河底面に上端を有

し、南北に長い落ち込み状を呈す。検出最は2．75mであるが鴇調査区北側にも或る程度連続しているこ

とが予想される。現状での最大幅は1。25mを測る。当遺構に関連する杭は6本検出され、いずれも針葉

樹材の丸杭であり、直径6㈲7cmを測る。最も南に位置する1本の杭を除いて他の5本は04～0．5mの

ほぼ等間隔で打設され、SXOlの主軸に直交する杭列を形成している。6本ともSR飢河底面またはS

X飢底面よりの打ち込み深度は0。2m前後と、相当浅い。覆土については暗肯灰色シル上層（‰蟻層）

が上位層、暗線灰色微妙層（Noキ17層）が下位層として堆積し、これら2層はSROl堆積層撒。路層）よ

り下位に存在するため、SXⅢはSROはり古い遺構とも言えるが、色調や土壌構成では3層とも近似

していることなどを考慮すれば、SXOlはSROlの形成初期に掘り込まれた可能性が高い。この時、上

記の杭6本も打設されたのであろう。遺構の性格としては、杭群と一体で水流調節の機能を果たしてい

たと推測される。出土遺物では、底面直下より山茶碗の碗（第18図中の②）が検出された。また、当遺

構直上のNo。15層より志戸呂焼の香炉（第18図中の①）が出土した。

第3節　出立遺物

遺物の概要

今回の調査では、古代から近怪にわたる遺物がコンテナ4箱分出土した。遺物には土器、金属製品鴻

石製品があり、このうち土器が9割以上を占める。土器には須恵器、灰柚陶器海山茶碗、土師器、陶磁

器があるが、大半は実測◎復原不可能な小片となっており、以下に記載する土器は実測可能なものの全

てである。金属製品では近世の銭貨が大部分を占め、それ以外では鉄製品と非鉄金属製品が出土してい

る。石製品は主査の出土を見るのみであった。個々の遺物が出土した遺構◎地点の層位は第3㈲6表の

遺構◎士層番号欄に示した通りであるが、大半の遺物がSROl堆積層（No。15層）およびその河床の河岸

直下の各層から検出されている。以上の遺物について種類⑳様式の器種ごとに報告する。

玩結晦ぷ（畏′薫寅）

1～6ほ碗である。1⑳4の内面全面および外面日録部、3の内面全面にパケ塗り施軸が認められ、

2は高台欠損の底部片である。5の底部は糸切り後丁寧にナデ調整が施されている。1ほ色調が他に較

べて白く、胎士も精良な優品であることから東海西部地方の製品と考えられ、折戸53号窯式の古い段階

に比定される。2は底部中心部に糸切り痕が認められるが、そのすぐ外側の底部には回転箆削りが施さ

れ、松井一明氏の編年（松井1989）における宮口古窯跡群灰袖陶器Ⅲ期の特徴と考えられる。3ほ同じ

く松井氏編年の活ヶ谷古窯跡群灰紬陶器Ⅲ期1段階に類例がある。4の口綾部は緩やかに外反し、Ⅲ期

2段階の特徴を有す。5は塚本和弘氏による編年（塚本1994）の皿山1号窯期に比定され、この段階で

在地産の灰軸陶器が出現する。6も皿山古窯跡群の製品と考えられるが、時期は皿山3号窯A群期に位

置付けられる。7～12は皿であり、7⑳8が申達または西遠地方、9～12が東遠地方の製品と考えられ

る。了の高台は松井氏編年の灰軸陶器Ⅲ期1段階に帰属し、8の日録部は同Ⅲ期2段階の属性を有す。

また、8の目線部外面および内面全面にパケ塗り施軸が認められる。9～Hは塚本氏編年の皿山2号窯

期に類例が求められるが、11は目線部の外反が不明瞭で、やや新しい時期に下降する可能性がある。12

は皿山3号窯A群期に位置付けられる。13～15は小椀であり、皿よりも器高が大きい。13◎14は東通地

方以外の窯で焼遺された可能性が高く、13は内面にパケ塗り施紬が認められ、灰柚陶器Ⅳ期1段階に比
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′　′　　　　　　、　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　′

、　　′　　　　　　　　　　　′　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′

東遠地方の所産と考えられ淘皿山古窯跡群3号窯Å群の製品に類例がある。

蟻砂膵は最頸瓶である。蟻はm頸部の外面下半および閣内面上半にパケ塗　施粕が認められ淘描線端

‥・・．　　　ノ　　　　　　　　′　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　ヽ

、　　′　　　　′　　　　　′　ノ　　　　　　　　．・　′　　　　　′　　ヽ

底面外周端部に貼　付けられている。加えて洩　これらの高台の接地部が外端面にあるとい　特徴は須恵

ノ　　′　．・・－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　ー　　　　　　　　　　　、

′・・　　　　　　　　　　　　　　　・′　　　　　　　　　　　l　一ノ　　　　　　　、　　　　　　　　　　′　　　　．　　　　　　　　　　　ヽ

′　　　　　　　　　　　　　　　　－、　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

・・　　　　　　　　　　　　　　メ′　　　　　　′　、　′J　　　　　　－ノ　　ノ

′　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　ー

ー　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　′　′　　′

ノ′　′　′／、　　ノ　　　　　　　　　　　　・′　、．！　　′

推定が許されるならば鴻皿山開窯以前の搬入品が多いとい　ことになる。なお淘今回調査区では輸

花魂や確実な深碗の類は確認され若齢ない。

、　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　、

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　∴′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

ノ　　　　・　　′　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　・′

′　　　′　　　　　　　　　′　　　′　′　　　　　　　　　　　　　　　′　′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′

ノ　　　′′　　　　　　　　　　′l　′　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　ノ′　′　′′　　　・・′　′

ノ　　　′　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　一J　　　　　　　　　　　　　・・　t　　　、′　　　　　　＼　　　　　　　　．・′

一′・・‘・　　・・　　′、・・・1二　　　　　　　　　　、′／　　　　　，　、′　　′

′‥∵・・二　′　一㌦／′　′∴　　　　　　　　　′　′　　′　　　′　　　∴ノ　　　　　　　　′　　　　．

した事情を考慮すれば淘「山茶碗（ニ碗）を生産した窯で焼遺された複数の器種から成る陶器」の意で

、・　－Il　　　　　　　′　　　　　　′　　′　′＼　　、．・′′　　　　　′′　　　　　　　′

∴　′′　　ノ、　、／′　　＿・、ノ　　　、　　′　　　二°＼′．　∴　．′　　ノ、ノ　　ー′　　　　．　　　′

′　I′′ノ　　　　　　　　′‾　／′　　　　　　　　　′　　　／　　　　′　　ヽ・・　　′　〉・　・′ノ

∴∫′′　一′　　　′　′＼　′、′　′　　　　　　′　　　　・、′　ノ　　　、‥　′・′　・′　　　　　　′．

′′　′　　　　　　　′′　　ノ　　　　　　ー．、＿　′　　′　　：・　．　′

∴ノ′　　　　　　　　∵　′　　　∴！‘‥　・、‥　　言．．′、．′　′　　　′＿　　　　　　‥

ノ．‾、　　　　　　　　、．．　ノ　　　　ン　　　ノ！　．　′ノ．、′・∴・、　′　∴二　′　′＿　　　　′

′、′　ニノ、′　　′＼　　　′ノ　′．　′ノ　　′　　・∴　．　′∴・！　　・・．．、ノ．・

∴′　ノ　；′二、、　′　　　　　　、′′′　一・′　′　　．　ニー　　　′、　ノ言・　　　　　　　　′　、

一′′′　ノ・′　′′′　　　　　、、　∴′　㌦　′′　　ノ　．＿　′′　′、‾　　　・′ノ、∴　　　　一

方以西の製品と判断される。　は高い爪形の断面形を呈する高台を貼　彿淘松井既編年の山茶碗　期

銅　　　′・・′　‘′・　ノ・′、ノ　言′l・　　・、′　　ノ、．！　　　′　′．　　、・六つ　　　　′・

帰属すると考えられる。12⑳温3ほ高台貼り付け面の幅が広くなり淘松井既編年の山茶碗濃期2段階に相

当し海鼠は恐ら　湖西◎渥美古窯跡群の製品である。また海鼠　⑳蟻の高台端面には籾殻圧痕が認めら

れる。且～相は東遠地方産で鴻皿山古窯跡群　号窯の製品に類例が求められ、高台端面の籾殻圧痕につ
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一　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　′　ノ　　　　　　　′

・　′　　　　　′　　　　　　　　　　　：　・　　　　　　　　・　　・　・　　　′

・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′、　　、′

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

るが淘飢の底面ナデ調整幅は約餌孤と淘広い。霊伽器は色調等から東遠地方産と判断され淘血山古窯跡

ノ　ノ′　　　　　　　　　　′　　　　ノ　′　′　　　ノ
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‾　　′　　′　、一　　　　　　　　　　　　　ノ　　　′　　　　　′　　　　　　　　′　　・′　∴

′　　、　　　　′・　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・　‘、　　　　　　　　　　．．．、ノ　′・′′∴′．、

・′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′、′′

′　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′　　　　　　′　　　′

茶碗Ⅲ期に位置柑けることができる。3触鍼は今回調査出土の碗の　ち最も新しい時期の特徴を衛し淘

胎土砂色調を考慮すれば松井既編隼の湖西の渥美古窯跡群山茶碗Ⅲ期　段階に特定される。

′　　　　　　　　　　＼　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′・∴

、　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′、　、

．・　　　　　　　′　　　　　　ノ　　　　　　　　　　′

窯跡群　号窯B群期の製品と推定される。講は這ね鉢である。外面下半には回転箆剛　が施され淘高台

一　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′　　′　　一　　　　　　　　′　′
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デ淘同内面には横位または不整方向の板ナデが施されている。5ほ大形品の底部片であ　淘壷または獲

．・′　　　　こ　　　、・　　　′　ノ、＿　　　　．　．1　　‥　′　′　　′　　　　　．・　　．、．、一・ノ

、一　一′　　　　　　　　　　　ノ　　　、－／　　′　I　、　′　　　、　　　　′　　／

′′　　ノ　　　　　　　　　′　　　′　　　　′’　ノ・∴　　　　　　　　　－　ノ′　′　－，－、′′′‘ノ　、′

以上の山茶碗の　ち潟東遠地方産または在地産とした製品のほとんどは皿血古窯跡群で生産されたと

′、′　　ノ　ー　　　　　。　　　　　ノ　、　∴・′　′　　　　　′、　　二′、　′′　　′、　　　一　　．

、一′ノ．　，、　　　　ノ．㍉　　ノ∴、／、　′　　　′　′　－　　∴　′∴∴：、′　′′こ　　　　　ノ　　ノ
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第22図　その他の古代・中世土器実測図

その他の古代・中世土器（第22図）

本項では、灰粕陶器および山茶碗以外で古代・中世に所属する土器を一括して記述する。1は須恵器

の杯蓋であり、精良な胎土と比較的明るい色調から湖西古窯跡群の製品と判断され、後藤建一氏の編年

（後藤1989）によれば杯蓋Dbに特定し得る。当型式は湖西古窯跡群のⅥ期第1中期に属し、9世紀初

頭の暦年代が与えられている（後藤1989）。2は内黒土器の杯で、口縁端部を丸く収める。内面は炭素

が吸着して暗灰色を呈し、口縁部に横位、休部に縦位で放射暗文状の箆磨きが施されている。外面は一

般の土師器と同様の酸化炎焼成による色調を呈す。9世紀代の搬入品であろう。3は恐らく在地産の賓

の口縁部片であり、復原される口径からはかなり小形と言える。器表全体の摩滅が激しいが、奈良時代

－17－



以降の所産と考えられる。　砂　は清郷型鍋はたは清郷型婆　である。2軽とも全体に器蓑の摩滅が

′、　　　　J一一、′、　　・、　ノー　ノ、　　　　－　　　　・　　′　　　　　　　ノ　　　　　　ー　′

・・・・二　′　　　′・・′′　　　′∴　‥　　　　　　　　　′．　ノ　ー　′t，　′　　　　′′ノ・、′′

ノ　　　　　′　′′　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　・・′　　　　　　　　′

ノノ．‾、′：　　　ノ′：ノ　　∴、、、′′′　　　　′、　　、・　　′

′、　　、　′　！　　　　一．一一　　　一　　　一　　　　′　　、′

．．一　　　ノ　　　：、‥′　　′　　：′　　　　　　・・．．　　　　　′

し　　　　　　－l　一一　　　　　　　　　　　′＼J／　．ヽ　　　　　′　　　　　　　　　　　　′　　　、．　　′

一　　、　．ノ　　　′、　　　′　　　′′　　　　　　　　　　　　　　　　′

も　は淘鍋　類の　ちでもややⅢ径が小さい製品と考えられる。

一　　　　　　　　、

・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノノ　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

′′　　　　　　　　、

－　　　　　　、　　　ノ　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

－：、　　　　　′。、、　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　、

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　．

、′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

容量を勘案すれば五台徳利かと恩われる。外面は接地部よ　上。艶孤まで回転箆別　海それよ　上方で

は回転ナデで調整されている。厳密な年代は不詳であるが鴻江戸時代の範囲に収まると考えられる。　珍

′　　　　、　′　　　　　　　　　　　　　　　　′　′　′　　　　　　　　　′・　　　　　　　　　　　　ヽ　′　　　　′′

監査ともに膵㈲摘側離こ位置付けられる。臓の臓は香炉である。蟻は　Ⅹ酌にて出土し淘第摘図におい

ノ　　　　　　　　　　　ノ　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　′　　　　　　　　　　　、　　　　　　　ノ　　　　　　ー　　　　　　　　′

′、　　　　　・一　　　′、、　　　　　．・′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

、　‾　　　　　　　　、　－lJ　　　　　′　‥、一　′ヽ′　′　　　　　ノ　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′

期すなわち膵世路に比定される。蟻は描線部直下に直径五mの焼成前穿孔が認められ淘内面描線部お

一・′　　　　′′　　　一　　　′　、　　′∴　・・　、　・　　一、　′．　　　　　　　　　　′

底面中央部の上げ底と見傲すべきかもしれない。時期は臓側代に比定される。

‾　　′∴　　　ノ　　　　　　　′′　　　　　、′　　　　　ノ

後者は摘世紀前半に位置付けられ淘当該時期においてはマイナータイプと考えられる。且8ほ丸碗である

が淘志戸呂窯の陶工が瀬戸廃の同器橙を模倣した製品である可能性が高い。内面全面および外面描線部

′′∴　　　‥′′　′　　　　　二′’′ノ、∴、　、′　ノ　ノ′　・　　　ノ．　′　∴　　′　。　′′

′　ノ　′一＼′　　　′　　′　′、　′㌧ノ、　∴　　ノ　′、　㌧′、、－　．　′　　＿　　′．　′　　　　　　′．　1∴・・′

＼、ノ∴ノノ′　了′＼ノ、′′　一て／’ノ・′てこ　い　　ノ　・　′こ′．′・′r′、ノ∴　こ．′　二．′1　′・、　くノ　∴・，ノ

、一、‾′ノー　‥－′1二′－、‥∴．∴　′′、′′′・・′リ、「∴ノしノ人　　′　　ノ‾．’ノ‥　′　∴　∴　′二　一′　・－・・′　′√・∴．．′　二一

二、‘・′∴‾、：　′＼′、′　－ノ、l　・い－　ノ　　1：・‘　　－　∴、、－　　で／′　ノ′　′ノ　・　，′　′、′∴　！

血である。2点とも内面全面および外面休部上半が施撤され淘内面には池と煤が固着している。さらに淘

体部外南下半を箆削　で調整し露胎としていることも共通している。蟻は瀬戸磁の皿で、文様⑳絵付け

はなく淘江戸時代後期に比定される。鋼は火鉢の打線部片で淘胎土砂焼成よ　三河地方の製品と判断さ

れ、19世紀代に位置付けられる。
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第23図　近世土器実測図

銭貨（第24図）

近世に鋳造された方孔銭が計14点出土した。うち、13点が寛永通宝である。永井久美男氏の編年（永

井1997）によれば、寛永13年（1636年）～万治早年（1659年）に鋳造されたものがI期となり、いわゆ

る古寛永である。寛文8年（1668年）～天和3年（1683年）に鋳造されたものはⅡ期とされ、背面に

「文」の字を鋳出すいわゆる文銭である。元禄10年（1697年）～天明元年（1781年）の鋳銭またはI・

Ⅱ期以外のものはⅢ期となり、狭義のいわゆる新寛永である。1・3・5は「寛」字の12画目と13画目

の頭が相接し、「賓」字の「員」部5～7画目が「ス」の字形となっており、これらはI期の特徴であ

る。2・4は「文」の背文字を有し、Ⅱ期に比定される。6～10・12は「寛」字の12画目と13画目の頭

が離れ、「賓」字の「員」部6・7画目が「ハ」の字形であり、これらはⅢ期の特徴である。このうち、

7は背面に「元」の字を鋳出しているが、これによって、いわゆる高津銭に特定される。何となれば、

元文5年（1740年）に大坂の高津町付近に天王寺村銭座が設置され（竹内ほか1983，p．467）、「元」字
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第24図　銭貨拓影図
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第26図　石製晶実測図

5cm

第25図　金属製品実測図

5cm

は元文という年号に由来していると考えられるから

である。上記の1～10・12は銅銭であるが、11・13

は真鎗製の四文銭である。背面の文様により涛銭と

も呼称される。2点とも他の寛永通宝より一回り大

きく、背面に十一波文様を有す。四文銭の鋳造は明

和5年（1768年）～天明8年（1788年）に行われた

が、当初は背面に二十一波文様を付していたものの、

鋳造工程における型抜きに問題があったため、明和

6年（1769年）には十一波文様に改正された（滝澤・

西脇1999，p．192）。従って、11・13は明和6年以降

の鋳銭ということになり、Ⅲ期に比定される。14は

天保通宝である。天保通宝は天保6年（1835年）に

百文銭として発行され、鋼78％・錫10％・鉛12％の

合金と定められていた（滝澤・西脇1999，p．194）

ので、14も鉛を多く含有する青銅製と推測される。

背面の上部に「富百」、同下部には17世紀以来幕府

により銭貨鋳造を独占的に請け負わされた後藤家のものと思われる花押が鋳込まれている。遺跡出土の

類例は意外に少なく、比較的近い地域では近世東海道の日坂宿に比定されている掛川市清水遺跡より1

点出土している（足立1996）。

以上14点の銭貨は、11の上線部に若干の欠損を見る以外は遺存状態が非常に良好であり、緑青などが

析出したものはなく、鋳出された文字・文様も鮮明である。寛永通宝では特に2・4の作りが優れてお

り、Ⅱ期の文銭は徳川幕府が発行した銭貨の中で最も良質の一文銭であるという見解（永井1997，p．99）
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破損鴇変形洩　そして手擦れさえあまり

∴′′、　′．ノ、、了、　　∴・1ハ．∴

へ一　　　　　　　　　　日　、′　ノー　ノ

ノ、．、l∴　′′　　　　　　　　∴　′　．、

もな　御領所遺跡或いはその近隣の一

、、　　　　　　　　　一　二・′　　　、

′ノ．、　′′　′′　　　　′　　　　　′、′

、、一　一　　　　　　　　　　′　　　　　　　　′

る。

＼‘．　∴・＿、．・・．

本項では銭貨以外の金属製品について記述する。1鞠3ほ鉄製品である。1は片刃の刃物の破片であ

る。図では左側が右側に放して次第に纏　なる傾向にあ　淘失われた左方部分に切先を衛する刀状の利

一　∴′－　′　∴　′一　′　　∴∴　，‥＼′′・′　　　′・ノ∴′　一．、ノ・′‥こ′・＿∴　．，：－・・′ノノ

が残存している。断面は方形で、比較的堅牢な印象を受ける。3は刃物の茎から身にかけての破片であ

り、切先⑳刃部⑳関は欠損しているが、身の薄さなどから庖丁状を墨するとも言える。しかしながら遠

存状態が劣悪で鴇やは　器種を特定できない。　は真鎗製の矢立てである。本体はほぼ完存し、昆蟻。8

・　・・　7一　′　　　　　・　一′ノ　　　、′∴′、こ　　′　　′’’ノ・　　・、∴、、　、′　　　　　′　′′′　　ノ

′一十　‘・ノノ了′、♪　トへ）／′＼・∴㌧　′、。、　′ノ∴／（言、二・l∴ミ∴′－、′．十．1　′・、∴、′ノ

ノー　∴′　　化、笑、∴　　′′′・　′　．一∴、㍉、．　′′．．ノ、＿　－　・′．′．‾　　－J　　′　ノ、、：・．′

ノ、′ニ′．　ノ　′．、・．∴′′、′てノ

′　ミ　ニ（∴工∴）

′　十　　′言′、・・、′　　　′ノ′ノ′一一　・、′′、ノ　；′一・　㌦　　一　　‾′　V∴　　　′・′　′

砥石の主軸に平行または斜交する。全品鼠の鮎m、最大幅の桁cmを測る。両小田部を中心に欠損が顕著に

認められるが淘本来の法義と大き　異なるものではないと考えられる。材質は凝灰岩である。太ききや

形状から中砥としての用途が想定される。所属時期は申怪以降である可能性が高い。

′十∴∵：＋．、㌦：∴言、了：

菊川町教育委員会により実施された御領所遺跡の確認調査のうち淘今回の調査区に係る部分において

出土した遺物について報告の意を果たすべ言言も　こ言三に一項を設けた次第である。1ほ灰柚陶器の碗であ

る。頼班3トレンチより出土し、出土層位は基本層序Ⅳ層である。施袖はなく、在地産と考えられ璃強心

∴．言、・′′ノ自－′　了．、・・・了、：ノ＝　′・′、′　ノー㍉′ノ　ニ　　／、′′・′ノ′‘こ′＿　こ、′二、′－．／′／．ノ′′／、‥′

Ⅴ層より出土した。音灰色を呈する典型的な東通地方産で海底部に未調整の糸切り痕を残し、低平な高

台を貼　付けている。時期は皿山　号窯B群期に比定し得る。　はこね鉢である。飼。摘　レンチの基本

層序Ⅳ層より出土した。山茶碗の一器種として大過ないと恩われる。胎土砂色調より東遠地方産ではな

！㍉　ノ　・ノ∴　′　二∴了′　　ニ・′：－　、′′′ノ　′ふ′、∴　一ノー　　　　∴ノ、シ．′了．十十㌣′、、）ノ　、

レンチでは土師質土器の細片などが数点出土しているが、実測不可能なため、本項では図示していない。

また淘確認調査地桑では御領所遺跡本来の層序が比較的良好に保持されている芸とを考慮すれば淘上記

2の椀は後世の混入品である可能性も否定できない。

F一一11－22－



折 ‾邁構 ・土層番号 様式 播種 口径 cnl 底径郡 終高 cm 色調 残存　　　　　 i　　 備考 写史図版

1 9 一0 1 S R O l 西側土堤 中　 2 7 灰軸陶器 塙 （14 ．7 ） 7 ．5 Y 7 ／1灰白色 底部　 休部わずかに娘浮　　　　　　　　 ハ々瑠針 0 6 10 6

1 9 －0 2 S R O 1 15 灰軸陶鰭 塙 2．4 5 7 ，5 Y 7 ！1灰白色 底部 のみ残存 自然軸 0 7 ・0 1

1 9 －0 3 S R O 1 15 灰軸陶播 碗 （7．7） 5 P B 5 ！1青灰色 底部 、休部 り3岱娘存 パケ塗り施軸 0 7 ヰ0 1

1 9 －0 4 S R O　直下　 2 5 灰軸陶終 時 （12 ．9 ） N 7 ！灰白色 口緑郎わずかに残存 パケ塗り施軸 0 6 －0 6

1 9－0 5 S R O A1 1 5 灰軸陶韓 犠 く7、4） 7．5 Y R 針 3 にぷい褐色 底部 り3 ～休部わずかに残存 自然軸 0 7 －0 1

1 910 6 S R O 1 1 5 灰軸陶器 椀 （1 5 ．5 ） 5 Y 7／1灰白色 底部、休部わずかに残存 自然軸 0 6 ・0 6

1 9－0 7 S R O l 1 5 灰軸陶器 皿 7．3 5 Y 7 ！1灰白色 底部～休部わずかに残存 自然軸 0 7 －0 1

19 －0 8 S R O 1 1 5 旋軸陶器 皿 （1 2 ．7 ） 7 ．5 Y 7 ！1 灰白色 底部、体部り　 裳残存 パケ塗 り施軸 0 6 －0 6

1g ・0 g 排土中 灰軸陶鰭 皿 （6．2） N 7 ！灰白色 底部、体郎わずかに残存 0 7 ・0 1
1 19 －10 S R O 1 1 5 灰軸陶格 皿 く5．6 1 7 ．5 Y 7 ／1灰 白色 底部 1！4残存 0 7 －0 1
‖ 9 －1 1 S R O l 直下　 2 5 灰軸陶器 皿 （1 1 ．7 ） N 7 ！灰 白色 底部、休部り 4蒐茸残存 自然軸 0 6 －0 6
l 1 9 －12 S R O l 直下　 2 5 灰軸陶器 皿 （12 ．日 N 7 ！灰白色 底部、休部わずかに残存 自然軸 0 6 －0 6
巨 9 －1 3 S R O l 1 5 灰軸陶韓 小践 （1 1．1 ） 7 ．5 Y 8！1叢灰色 底部、休部 わずかに裟存 パケ塗り施軸 0 6 －0 6

1 9 －1 4 S R O l 直下　 2 5 灰軸陶器 小塙 （日．0） 7，5 Y 7 ！1灰白色 底部、休部 わずかに残存 0 6 －0 6

1 9 －1 5 S R O 1 15 灰軸陶捧 小塙 （5．8） 5 B 6 ／1 甫灰色 底部～休部り　 残存 0 7 ・0 1

1 9 －1 6 第 3 トレンチ　 2 5 灰軸陶鰭 長繋瓶 （閥．6） 7．5 Y 7 ／1灰白色 口林部、頸即わずかに残存 パケ塗り施軸　 自然軸 0 6 －0 5

1 9 －1 7 第 2 トレンチ 1 5 灰軸陶器 長頸瓶 N 7 ！灰白色 肩部わずかに残存 自然軸 0 6 －0 5

1 9 －1 8 中世遺構面直下　 2 5 灰軸陶鰭 壷 7．5 Y 7 ／1 灰白色 肩部わずかに残存 パケ塗り施軸 0 6 －0 5
l 1 9－1 9 中世遺構面直下　 2 5 灰軸陶器 ・ゴビ・慧： （13 j ） 5 Y 7 ！1灰白色 底部、胴下半部 1！2残存 自然軸 0 6 ・0 2

1 9－2 0 S R O 1 1 5 灰軸陶韓 ・ゴご・望 （14 ．4 ） 5 Y 7 ！1灰白色 底部～胴下半部わずかに残存 0 6 －0 4

1 9－2 1 中世追横面直下　 2 5 灰軸陶捧 士ヨ∑ （13 ．8 ） 5 Y 7 ！1灰白色 底部、胴下草郎わずかに残存 自然淘 8 6 －0 3
l 19 －2 2

第2 トレンチ　 2 8 灰軸陶捲 dヒヨ∑ （1 5 ．1 5 ） 5 Y 7 ！1 灰白色 ！底部 1 1 ～胴下半部わずかに韓存

1底部～胴下半部わずかに残存
自然軸 0 6 －0 4

障 9 －2 3 S R O 1 1 5 灰軸陶器 壷 （1 5 ．1 ） N 7！灰色 スサ痕 0 6 －0 1
巨 9 －2 4 S R O　　 西側土堤中　 2 7 灰軸陶終 監 N 7！灰白色 胴部わずかに残存 0 6 －0 4

2 Cト0 1 S R （〕1 1 5 山東椀 杭 （7．り 5 B 針　 高灰色 底部～休部 1！2裳残存 0 8 －0 3

2 0 －0 2 S R O l 1 5 山茶碗 瞞 （7．2） 5 B G 6 ！1甫灰色 底部り 2男残存 籾殻痕 0 8 10 2
障 0 －0 3 S R O l 西側土堤中　 2 7 山東輯 輯 （7 ．2） 10 B G 6 ！1青灰色 底部～倦部 1／2嘉残存 0 8 －0 3

2 0 －0 4 S R O l 西側土堤中　 2 7 山東咤 塙 （軋 り 10 B G 5 ！1青灰色 底部 のみ研 0 8 －0 1

2 0 －0 5 S R O 1 15 山苓輯 塙 （7．15 ） N 7 ！灰白色 底部～倦郎2 ／3 残存 0 7 ヰ0 7
！2 0 －0 6 S R O 1 15 山東時 塙 （6ナ7 1 5 P 別納 覇爛漫 底部～休部 1！2 残存 庖腐慮

！
0 7 －0 7

障 0 －0 7 中世包含暦中　 2 1 山茶碗 輯 （7．6） 5 B 6 ！1舌灰色 底部 1！2弱残存 0 81 C13

2 0 －0 8 S R O 1 15 山東塙 瞞 く6．6） 5 日針　 市灰色 底部 り2 男残存 自然軸　 籾殻痕 0 8 －0 2

2 0 －0 9 S R O l直下　 2 7 山茶時 時 （5．8） 10 B G 7！1明舌灰色 底部 1！2 弱～休部 1！ヰ岱残存 0 8 －0 2
持 0 －1 0 現代盛土率　 4 ．山菜輪 塙 （6．5） N 6 ！灰色 底部、休部 1！2娘存 0 8 －0 3
障 0 －1 1 S R O l直下　 2 5 山東輯 桟 6，5 5 Y 7 ！1灰白色 底部～休部わずかに残存 細論痕 0 7 －0 7

2 0－1 2 S R O 1 1 5 山菜梶 時 （7、8） 7．5 Y 7 ！1 灰白色 底部、休部わずかに残存 籾殻痕 0 8 －0 4

2 0 ヰ13 S R O l 1 5 山東輯 碗 （8．1） 7．5 Y 7 1 灰白色 底部～休部わずかに裟存 自然軸 0 8 －0 月

l 2 0 －14 近代以降堆枯土中 1 3 山苓輯 時 （7．勘 5 B 6 ！1 蕃灰色 底部 1接弱残存 自然軸　 籾殻痕 0 8 －0 2

2 0 1 1 5 S R O l 西側土堤直上　 ＝ 山茶碗 塙 臥3 5 Y 7 ！1灰白色 底部のみ断 籾殻痕 0 8 －0 月

2 0 －日∋ 中世遺構面直上　 2 1 山茶碗 縄 6．9 1 0 B G 6 ！1苗灰色 底部～体部り 3残存 籾殻痕 0 7 ・0 7
障 0 －17 城代患土中　 ヰ 山茶碗 椀 6．2 うB 6 ！1苗灰色 底部一体即日 3残存 籾殻痕 0 7 －0 7
障 0 －18 S R O l 直下　 2 6 山東輯 瞞 （8．り S P B 7 ！1 明古灰色 底部～倦部わずかに残存 0 8 －0 4
障 0 －1 9 S R O l 西個土堤直上 1 1 山東輯 践 く7．4 1 7 ．5 Y 7 ／1灰白色 底部 り 2残存 籾義痕 0 8 －0 月

l 2 0 －2 0 S R O l 1 5 山苓喝 輯 （7ナ6† N 7 ！灰白色 底部、休部 わずかに残存 籾殻痕 0 8 －0 月

2 0 －2 1 S R O 1 1 5 山東輯 時 （6．即 2．5 Y 7 ！2 灰黄色 底部 り 2残存 0 8 －0 3 l

2 0 －2 2 S R O l　 は 山菜塙 桟 （15 ，3 1 10 B G 6！1萬灰色 口線部、休部わずかに鴇存 0 8－0 月

2 0 －2 3 第 3 トレンチ　 2 7 山苓輯 瞞 7．4 1C旧 G　ハ萬灰色 底部のみ残存 籾殻痕 0 8 l m l

2 0 －2 4 S R O l　 蟻 山苓瞞 躊 （6．勘 5 6 7 ！1 明古灰色 底部 り4 残存 0 8 －0 3 1

2 0 －2 5 S R O l 15 山菜輯 碗 甘 り 5 B 5 ！1 高灰色 底部 り2蒐弓残存 籾殻痕 0 8 －0 月

2 0 －2 6 排土中 山東輯 塙 6，4 S P B 7 ！1明苗灰色 底部のみ残存 籾殻痕 0 8 －0 1

2 0－2 7 第 7 トレンチ 1 5 山東時 時 7．3 2 ．5 Y 7 ／1 灰白色 底部のみ残存 自然軸　 籾殻痕 0 8 －0 1

2 0 －2 8 S R O I v 1 5 山菜咤 椀 （6．9） S B G 6 ！1 舌灰色 底部～体部り 2訪現存 籾態痕 0 8 －0 4

2 Cト2 9 S X O 1 17 山末咤 瞞 6．5 5 B 6 ！1番灰色 底部残存 0計イ＝

2 0 －3 0 S R 針1 1は 山苓塙 演 （13 ．3 ） 7 ．4 有0 5 5 B 5 ！1番灰色 底部 2／3 ～体凱 口線部わずかに斬　 ！

底部 1！3韓存　　　　　　　　 l

0 7 －0 2

2 0 －3 1 S X 0 1 1 6 山東柘 輯 （6．り N 7／灰 白色 自然軸

自然海　 籾殻痕

0 8 －0 2

2 0 す3 2 S R O 1 1 5 山菜時 暗 （7．2） N 7 ！灰白色 底部わずかに残存 0 8 －0 4

2 0 －3 3 S R O 1 1 5 山東輯 輯 （6．6） 5 P B 7 ／1 明舌灰色 底部～倦部り 4新 自然軸 0 8 －0 3

2 こト3 4 現代盛土中　 4 山茶碗 時 （7．6） N 7 ／灰 白色 底部 1／2弱残存 0 8 ・0 3

2 0 －3 5 S R O 1 1 5 山羊 暗 鉢 ？ （1 1 ．3 ） 1CIB G 6 ／1蕃灰色 底部 1／4残存 籾殻痕 0 8 －8 5

2 e －3 6 S R C日　 1 5 山条時 こね鉢 （1 5 ．8 ） 5 B 6 ！1畜灰色 底部 わずかに残存 0 8 －0 5

ご「 3 7 S R （〕1 西側土堤遵下　 2 5 山菜杭 小塙 用 ．1 5 ∴1 3 1 用 B G 6／1番灰色 完形 籾穀疲 0 7 －0 4

2 ト 3 8 S R O 1 1 5 山菜蝿 小践 （4 ．り 5 E36 ！1 葺灰色 底部 のみ残存 0 8 －0 6

2 1 －3 9 第 7 トレンチ・ 1 5 山菜犠 小碗 （4。5） 10 B G 6！1菖灰色 底吾隅 存～高台 1／2残存 0 8－0 6

2 ト 4 0 S R O l 西側土堤直下 13 山菜塙 小碗 凱4 3 ．0 5 ．7 N 7 ！灰白色 完形 0 710 5

2 ト 4 1 S R の 直下　 2 7 山茶碗 小碗 （9 ．1） （5．り 2．5 5 B 6 ！1 番灰色 舶 即／3 、休部～ロ緑郎わずかに残存 自然軸 0 8－0 7

2 ト 4 2 中世還構面直下　 2 5 山菜塙 小杭 （12 ．勘 3．9 （5．7） 5 Y 8 ／1灰 白色 底部 り2 ～休部、口縁部り 4嘉残存 r　O 7 －0 3

2 114 3 S R の　 西側土堤直下　 2 7 山東瞞 小輯 （1 1．8 ） 5 B 6 ！1 青灰色 底部～休部 り　残存 0 8 －0 7

2 ト4 4 表採 山茶碗 小椀 （1 1．9 ） 5 P B 5 ／1萬灰色 口緑郎～休部わずかに残存 0 8 －0 7

2 ト4 5 S R O 1 1 5 山菜碗 小碗 （4．2） 5 Y 7 ！順 白色　　　 i底部、休部 り2男残存 自然軸 0 8 －0 7

2 ト4 6 S R O 1 1 5 山茶碗 ノj、碗 （5．2） N 7 ／灰白色 底部り 2嘉娘存 0 8 －0 7

2 ト4 7 S R O l 西側土堤直下　 2 7 山菜演 小礁 4．8 N 7 ／灰白色 底部のみ残存 自然軸 0 8 －0 6

2 ト4 8 S R O l 直下　 2 6 山菜桟 小祷 （5．6） N 8 ！灰白色 底部～体那 ！2豆残存　　　　　　 施 無職 U 8 －0 7

2 1－4 9 S R O 1 1 5 山菜張 小輯 （4．4） 5 Y 8 ！1灰白色 虞．部、休部り 2藁残一存 自然軸 0 8 －0 7

2 ト5 0 第 2 トレンチ　 2 5 山茶碗 盟 2．5 Y 7 ／2灰黄色 胴部わずかに残存 0 8 －0 8

2 ト 5 1 第 3 トレンチ　 東南拡張区　 2 5 山茶碗 整 （1 ．り 7．5 Y 7 ！1灰白色 口緑部、頸那 り2弱～胴下半即 日4残存 0 7 －0 6

2 ト 5 2 S R CH 直下　 2 5 山茶碗 壷 ・整 ？ （1 9 ．4 ） 7 ．5 Y 針　灰色 底部 わずかに残存 0 8 －0 8

2 2 －0 1 S R C日直下　 2 5 須恵格 棒蓋 N 7 ／灰白色 休部わずかに残存 0 9 －0 2 ′

2 2 －0 2 第 2 トレンチ　 2 8 内黒土詩 棒 （1 1 ．6 ） （3 ．1） 5．8 2 ．5 Y 7 ！2 灰黄色

内面 N 3 ！暗灰色

口緑即 日4 ）休部、底部わずかに残存 0 9 －0 3

0 9 －0 4

2 2 ・0 3 S R O l直下　 2 5 土師器 在地系整 （1 L 4 ） N 8 ／灰白色 口緑都わずかに残存　　　　　　 i 0 9 －0 1 i

2 2 －0 4 S R O 1 15 土師器 請郷型鍋 （2 2 ．1 ） 2 ．5 Y R 6 ！2 灰黄色 口雛 βわずか に残存　　　　　　 ［ 0 9－0 1 i

2 2 －0 5 S R O l直下　 2 7 土師器 伊勢型紙 （18 ．7 j
I

！

！

2．9 1

！

】

1．5 ［

7．5 Y R 7 ／3 にぷい橙色 口縁郎わずかに残存　　　　　　 i
0 9－0 1

2 2 －0 6 ．近代以降堆積土 1 1 土師器 蒲郡型鍋 （3 1．8 ） 7 ．5 Y R 6 ！6 橙色 口緑都わずかに残存　　　　　　 ［ 0 9－0 1

2 3 －0 1 S R CI1 1 5 土師簑土器 かわらけ 6．g 柑 Y R 6 ！3 にぷい叢橙色 口緑部～休部 1！3欠鼠　　　　　 ！
0 9 00 5

2 3 －0 2 S R O 1 1 5 土師貰土器 かわらけ （6．9） 3」 1．8 2 ．5 Y 6 ／3 にぷい黄色 口緑郡～休部 2！3欠鼠　　　　　 i
0 9 －0 5

2 3 －0 3 S R O 1 1 5 土師貰土器 かわらけ 6．9 3 ．8 1，3 1CiY R 6 ！4 にぷい蔑橙色 口緑部～休部 り 4欠損　　　　　 】 0 9 －0 5

2 3 －0 4 S R O 1 1 5 土師貰土器 かわらけ 6．9 3 ．3 1．6 1 0 Y R 7 ／3 にぷい叢橙色 口緑那～休部 1！4欠鼠　　　　　 ［
0 9 －0 5

2 3 －0 5 s R O 1 1 5　　　　　 ［土師貰土詩 かわらけ 6。8 3 ．9 1．5 7 ，5 Y R 7 ／4 にぷい橙色 完形　　　　　　　　　　 i 0 9 －0 5

第3義　出土土器観察嚢　その瑠
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挿 図 遺構 土層番号 様式 播種 口径 cm 底禄 cm 涛 高郡 色調 残存 備葛 写真 図版

2 3 ・0 6 第 7 トレンチ 15 志戸 呂 大聖鉢 （用．9 ） 2 ．Y R 射 2 灰赤色 底部 わずか に残存 1 0 －0 4

2 3 －0 7 l s R O l 1 5

l s R O l 1 5

志戸 呂 灯明皿 （9 ．7） く3．5 ） 2．2 1 0 Y 3 ！ヰ暗赤色 体部郎 り 3 、口緑部、底部わずかに残存 1 0 －0 3

2 3 －0 8 志戸 呂 徳利 （6．6） 内面 5 Y R 5 ！3 にぷい赤福色 底部 り 2残存 1 0 －0 4

2 3 －0 9 S R O l ‘5 悪声 呂 捨鉢 （2説 g） 5 Y R 5 ／3 にぷい赤褐色 口緑部～休部わずかに残存 1 0 －0 3

2 3 －1 0 第 7 トレンチ 1 5 悪声 呂 捨鉢 く3 3 ，7 ） 10 Y R 5 ！ヰ赤褐色 口緑部わずか に堵存 1 0 －0 3

2 3 －1 1 S R O 1 1 5 池戸 ・美濃 捨鉢 く2 8 ．6 ） 2 ．5 Y R 5 ／4 にぷ い赤褐色 口林部わずか に残存 1 0 －0 5

2 3 －1 2 S X O l直上 1 5 志戸 呂 香炉 日 ．1 6 ．8 4 ．0 柑 Y R 5 ／2 灰黄褐色 完形 1 0 ヰ0 2

2 3 －1 3 S R O 1 1 5 悪声 呂 昏炉 （9．5） （3．2） 4．4 柑 Y R 5 ！2 灰最褐色 日録部～底部 わずかに娯存 1 0 －0 3

2 3 －1 4 S R O l 1 5 信楽 灯明受皿 9．9 4 ．8 2 ．0 7 ．5 Y R 7！2 灰 白色 完形 油付着 0 9 －0 6

2 3 －1 5 S R O 1 1 5 信菓 灯明受皿 （1 0 ．7 ） （3．7）く 2 ．1 2 ．5 Y 7 ノ2 灰黄色 全体 にり 4残存 油付着

2 3 －1 6 規乱 瀬戸磁 皿 （6．6） 7．5 Y 8 ／1灰 白色 底部 り2 裳～倦部り　 残存 1 0 －0 5

2 3 －1 7 S R O 1 1 5 淑戸 ・美濃 捨鉢 （3 2 ．ヰ） 5 Y R 4 ／6 赤橙色 ロ静部わずか に娩存 1 0 －0 5

2 3 －1 8 S R J 1 1 5 池戸 ・美濃 丸碗 （9．4） 内面 1 0 Y R 3 ！3 暗褐色 口緑部～休部 り 6 残存 鉄軸また は納 10 －0 5

2 3 －1 9 S R O 1 1 5 瀬戸 ・美濃 貧乏縁刹 7．9 5 Y 7 ！3 濃 黄色 庇菖隅 存 10 －0 1

2 3 －2 0 授乳 三河産 火鉢 （2 2 ．7 ） N 3 ！暗 灰色 ロ緑郎わずか に残存 10 －0 5

2 7 －0 1 確認 トレンチ 1 3　 2 3 灰軸陶醇 桟 （1 5 ．0 ） 5 P B 7！1明 萬灰色 口緑部わずか に残 存 自然軸 1ト 0 2

2 7 －0 2 確認 トレンチ 1 2　 2 5 山茶碗 碗 （6．6） 5 B G 6 ！1青灰色 底部 1！4 懐娩存 1 ト 0 2

2 7 －0 3 確認 トレンチ 13　 2 3 山茶碗 …ね鉢 く2 7 ．7 ） N 7 ！灰 白色 底部～休部 わずかに残存 1 ト 0 2

※通構土層番号は第2表に準処する

＼口控・底径欄の（）は復原値を示す

第磯衷　出藍土器観察蔑　その2

挿 図 遺構 ・土 層 番 号 番凌 名 称 長 さcrn 幅 ・径 cm 厚 さ cm 事 さ g 型 式 備考 写 真 図版

2 4 ー0 1 第 7 ト レン チ 1 5 銀貨 ， 寛 永通 宝 2 ．3 5 孔径 私 5 5 0 ．1 3 ．5 9 i 1 ト 0 3 ，4

2 4 －0 2 S R O 1 1 5 統 計 寛 永通 宝 2 ．4 5 孔荏 0 ．6 0 0 ．1 3 ．6 3 li 1 ト 0 乳 4

2 4 10 3 S R O 1 1 5 銀 貨 寛永 通 宝 2 ．3 孔径 0 ．5 5 0 ．1 3 ．18 I 1 ト 0 3 ，4

2 4 ー0 4 S R O 1 1 5 銀 貨 f 寛永 通 宝 2 ，5 孔径 0 ．6 0 P ．1 3 ．1 1 il 1 ト 0 3 ，4

2 4 －0 5 S R O 1 1 5 鍍 琵 寛永 通 宝 2 ．3 5 孔 径 0 ．6 5 0 ．1 2 ．12 l 1 ト 0 3 ，4

2 4 ー0 6 S R O 1 1 5 銀 貨 寛永 通 宝 2 ．2 孔 径 0 ．6 0 0 ．1 2 」 ＝ 1 ト 0 3 ，4

2 4 －0 7 S R O l 1 5 銀 貨 ． 遼 東 通 宝 2 ．0 5 孔 径 0 ．5 5 0 ．1 1 ．8 2 ＝ 背 面 に 「元 」 1 ト8 3 ，4

2 4 －0 8 S R O l 1 5 銀 貨 寛 永 通 宝 2 ‘2 孔 径 0 ．7 0 0 ．1 1 ．4 6 間 1 ト0 3 ，4

2 4 －0 9 S R O 1 1 5 銀 貨 寅 永 通 宝 2 ．1 孔 径 0 ．6 5 0 ，1 L 9 3 ＝ 1 ト0 3 ，4

2 4 ー1 0 S R O 1 1 5 銀 貨 寛 永 通 宝 2 ．3 孔 葎 0 、6 5 0 ．1 1．9 6 lll 1 ト 0 3 ，4

2 4 －1 1 S R O 1 1 5 銀 貨 貫 永 通 宝 2 ．7 孔 径 0 ．6 5 0 ．1 4 ．5 6 四 文 級 1 ト 0 3 ，4

2 4 ー1 2 排 土 中 鍍 堤 寅 永 通 宝 2 ．4 孔 径 0 ．6 5 0 ．1 2 ．6 3 ＝ 1 ト 0 3 ，4

2 4 ー1 3 S R O l 1 5 鍍 貨 寛 永 通 宝 2 ．7 孔 襟 0 ．6 5 0 ．1 4 ．3 3 四 文 抜 1 ト0 3 ，4

2 4 －1 4 S R O 1 1 5 銀 貨 天 保 通 宝 4 ．8 孔 首 8 ．8 0 0 ．2 5 1 9 ．2 6 短 軸 3 ．1 cm 1 ト 0 3 ，4

2 5 －0 1 S R O 1 1 5 71 ？ 説 4 3 ．5 1 ．0 5 6 ．3 1 0 －0 6

2 5 －0 2 S R O 1 1 5 鑓 5 ．0 3 ．7 0 ．8 2 2 ．9 7 1 0 －0 6

2 5－0 3 S R O l 15 包 丁 ？ 1 1 ．4 4 ．2 0 ．3 2 2 ．6 1 1 0 －0 6

2 5 －0 4 S R O l 15 矢 立 て 1 6 ．8 1 ．9 1 ．5 4 9 ．2 3 真 倉 製 1 ト 0 1

第5豪　出土金属製品観察表

第6表　出土石製品観察衷
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第4章　まとめ

御領所遺跡における今回の調査の結果、平面的には調査区の大半を占める自然流路1基、その中に掘

り込まれた落ち込み状遺構1基、僅かに検出された中世の遺構面上の溝状遺構1基を確認した。自然流

路SROlが存在した時期は河底直上およびNo．15層より出土した遺物より下限を19世紀代に設定すること

ができる。しかしながら、今回調査区の西側には小出川の現流路が隣接しており、僅か数mの間隔を保

ちながら小出川とSROlが百数十年前にほぼ平行して同時存在していたとは到底考え難い。また、SR

Olと現在の小出川が幅や深さの点で近似していることも注意される。ところで、現地での調査中に関係

諸機関以外の地元の人々が少なからず当遺跡の見学に訪れ、その中には第2次世界大戦以前の当遺跡周

辺地域を知る年輩者も幾人か含まれていた。結果として、これら年輩の方々から貴重な情報を頂くこと

になったのである。いくつかの情報を総合すると、50年以上昔の菊川は本流◎支流を問わず頻繁に氾濫

し、平坦な菊川地域には小規模な三日月湖状の水溜まりが多数形成されていた。このような水溜まりは

横地地区の小出川流域にも存在し、今回調査区内のSROlはその一つではないかということである。確

かに、今回調査区の辺りには「枯れることはないが、普段はあまり流れのない浅い川」や「南北に細長

い水溜まり（溜池）」があったと明言する年輩者も数人いる。また、SROlの両岸には護岸施設の一部

が残存していたが、これらの杭や横木についても「見覚えがある」と言う人さえいた。

そこで、静岡地方法務局小笠出張所に保管されている土地法典の古い地籍図を調べたところ、明治20

年（1887年）の地籍図においてSROlの地点を小出川が流れているように描写されていることを確認し

た。諸般の事情により、この地籍図の複写を本書に掲載することはできないが、「旧小出川」は今回調

査区の北約30mで急に太くなり、幅20m以上の溜池状を呈す。流路の途中で溜池状態になること自体が、

水流の緩やかさを物語っていると考えられる。また、調査区の南北両側で激しく蛇行し、流域の地目は

ほとんど水田である。よって、明治20年の地籍図における「旧小出川」の特徴は第3章第2節で述べた

自然河川SROlの観察所見にほぼ一致することが分かる。因みに、小出川がほぼ現在の流路となったの

は昭和30年（1955年）以降のことであるらしい。

以上より、SROlは少なくとも19世紀末葉まで存続した小出川の旧流路であることが判明した。この

旧流路出土遺物のうち、天保通宝は明治4年（1871年）の新貨条例の公布以後も8厘の価値を付与され

て通用し、明治29年（1896年）にようやく通用禁止となったものであり（永井1997，p．100）、上記の地

籍図が描かれた頃にはまだ貨幣として流通していたことになる。つまり、SROlの所属年代の下限の一

点を示す遺物と考えられる。他の銭貨については、古寛永さえ遺存状態が良好であり、17世紀以来の2

世紀問にわたる通常の流通に耐えたとは考えられない。長らく隠匿（貯蓄）されてきたものが19世紀に

入って何らかの理由で突然投棄されたか、或いは、近隣に近世遺跡が所在し、これを今回SROlとして

検出された小出川旧流路が破壊し、包蔵遺物を押し流した結果であるかのいずれかであろう。後者の可

能性は、近世土器のうちでも16～17世紀代に比定されるものやSROl出土の灰柚陶器◎山茶碗などの古

代⑳中世の土器にも当てはまる。

SDOlは今回僅かに検出された中世遺構面上で確認されたが、当遺構面の厳密な年代に関しては、直

下の土層より出土した遺物等から判断すれば、山茶碗の古い段階、すなわち12世紀前半に比定し得る。

まさに、横地氏台頭の黎明期に相当する。また、平成8年度に菊川町教育委員会によって行われた町道

拡張工事に伴う発掘調査では御領所遺跡の中心部付近が対象となったが、山茶碗多数に共伴して掘立柱

建物跡や井戸状遺構などが検出され（塚本1997）、今回調査区における遺構面との関連性が窺われる。

この遺構面およびSROlのさらに下の土層群は沖積作用による自然堆積層で、今回検出し得た部分につ
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いては9世紀初頭～12世紀初頭の時期にわたることが確認された。残念ながら、この「横地氏前史」と

も称し得る時期の遺構は今回全く確認されなかったが、平成10年度に菊川町教育委員会により実施され

た工事立ち会い調査では奈良～平安時代の遺構面が検出され、数十基の土坑のピットとともに9世紀前

半の緑粕陶器の碗1点が出土している（後藤1999）ため、御領所遺跡の中心部に近い地点では律令時代

の重要な資料が現在も包蔵されている可能性が高い。このほか、南接する林光寺遺跡と同様に、古墳時

代後期の集落域が御領所遺跡にも広がっていることが予想され、今回の調査がこれに関与することはで

きなかったが、上記の古代⑳中世の問題とともに今後の調査◎研究課題であると言えよう。また、横地

地区の近世史の復原というテーマに関しても、今回の調査が微力を捧げる成果に至ったか否かほともか

くとして、安直に「新しい時期」と割　切ってこれを捨象するのではなく、むしろ今後一層検討の対象

とすべき分野であると述べて、本書の結びとしたい。
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追記

発掘調査および報告書作成に当た　淘次の方々から御教示珍御指導を賜った。記して厚　御礼を申し

上げる次第である。（敬称略淘順不同）

て′＼、∴、、ノ；町十　∴　言、　完・．＼、、、　′′、　′、、－・′　、∵十㌦・

また淘調査参加者を以下に列記し鴇参加者名簿に代えるものとする。

現地発掘作業参加者
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整理作業参加者
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1南区全景（北より）

2　南区全景（南より）





1北区全景

2　SDOl完掘状況



1SXOl完掘状況

2　北区東壁セクション

3　SROl西側土堤直下

山茶碗出土状況



1北区中世遺構面下層
灰粕陶器出土状況

2　第2トレンチ

北壁セクション

3　第2トレンチ

灰辛由陶器出土状況



図版6

1灰粕陶器　壷（第19図23）

3　灰粕陶器　壷（第19図21）

5　灰粕陶器　長頸瓶・壷（第19図）

2　灰柚陶器　壷（第19図19）

4　灰柚陶器　壷・蛮（第19図）

14　　　　　　11

6　灰粕陶器　碗・皿・小碗（第19図）
その1



図版7

1灰粕陶器　碗・皿・小碗（第19図）
その2

2　山茶碗　碗（第20図30）

4　山茶碗　小碗

（第21図37）

6　山茶碗　賓（第21図51） 7　山茶碗　碗（第20図）その1



図版8

1山茶碗　碗（第20図）その2

3　山茶碗　碗（第20図）その4

5　山茶碗　鉢・こね鉢（第20図）

鱒：4虐着43
∴‘′′二

7　山茶碗　小碗（第21図）その2

2　山茶碗　碗（第20図）その3

粛尊
25　　　　　18

4　山茶碗　碗（第20図）その5

39　　　　　　38

6　山茶碗　小碗（第21図）その1

8　山茶碗　賓・壷（第21図）



図版9

一

－”3

1土師器　鍋・賓（第22図）

3　内黒土器　埠（第22図2）外面

2　須恵器　杯蓋（第22図1）

‘ll‾転＼

4　内黒土器　杯（第22図2）内面

怨巴慧

＿二∃i＿弓草葺き＿

5　かわらけ（第23図） 6　信楽焼　灯明受皿（第23図14）



図版10

1瀬戸・美濃焼　貧乏徳利（第23図19）

影

3　志戸呂焼　香炉・灯明皿・揺鉢（第23図）

5　近世陶磁器（第23図）

2　志戸呂焼　香炉（第23図12）

4　志戸呂焼　徳利・大形鉢（第23図）

6　鉄製品・砥石（第25・26図）



図版11

1矢立て（第25図4）

3　銭貨（第24図）正面

4　銭貨（第24図）背面

2　確認調査出土遺物（第27図）
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ふ　り　がな

書　　　名

副　書　名

′

′

′　　　　　　　　　　・′

ノ

編集機関

所　在　地

ふ　り　がな

こ　りょうLよ　い　せき

御領所遺跡

所収道路名

′

ごりょうしょいせき

御領所遺跡

平成は年度二親河川小出川河川改修工事に伴　埋蔵文化財発掘調査報薔菩

静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報曹

第は集

大林　元

財団法Å　静岡県埋蔵文化財調査研究所

′　　－

鍋肌隼3月渕冒

ふりがな

所　在　地

Lずおかけん　お　がさくん

静岡県小笠郡
き　がわ杭　か　も　ち　さき

菊川町加茂地先淘
ひかよこじちさき

廃横地地先

種　別

コ　　ー　　ド

遺跡番号

主な年代 主な遺構

清状遺構　鼠

′　　　′

落ち込み状遺構1

須恵器　内黒土器
灰軸陶器　土師岩

ノ

山茶碗

陶磁器　土師質土器

銭貨　金属製品　砥石

河川の
改修工事
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